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V ルピ調達の手段 ， 以上(中〉









びやかされる不安を率直に表現し亡いる。 1836年の theBank of .India，およ
び 1841年の theBank of Asiaの設立趣意書を批判した東インド会社系管区








ことが喧伝されているのであるが J (India B曲 rd'sCol1ections， Vol. 1700， 
68490 (a)， 1837-8; .Baster， The b坤 erialB.酎 zks，1929， p.92よりヲ開)。
その他には，既存の政府系銀行が東イ y ド会社べったりであるとのあらぬ非
難しにいる ιと， とか I送金業務の乗っ取りでしかない自らの手形発行のも
くろみJ(Fullartonの発言〉とか，イギ Pスから遠く離れ，通信も困難なイン















1) いわゆるインドー 中国 イギリスをめぐる三角貿易と決済樟酔曹の発展につれて，荒インド会社
と広東私商人 lndiaHouseとの癒着離反が進行していくさまについては，拙著『世界経済
論檀合性理解の試みj，第4版，同文館1978年，第5章「地域的多角決済から世界的多角決済へ
り発展の論理J，参照。 Fullarton， Prinsepの発言については， A. S. J. Baster， The bnperial 
Eanks， 1929. pp. 72-3，よりヲ開。
The Oriental Bank Corporation， 1851-84年(中 (311) 3 
東インド会社参事総督 (Governor-Generalin Council)に対して， 政府がわ
れわれに国内の銀行業務を拡大すべ〈われわれの力を貸して欲しいと指示して
くれるなら，われわれにはそのように行動する用意はできていると以前にも伝


















七イロンに拠点をおいてし、た theOriental BaI1.k CorpQratIonであった。乙
れは七イロンの最初の RoyalChartered銀行であった theBank of Ceylon 





行政地域外に限定されていた。設立趣意書(署名者 OliverFarrer， T. A 




というものであった (PublicRecord 0凪ce，T. 1， 3478)。しかし，こり theBank 
of Ceylonは， コーヒー恐慌に巻き込まれ， 1849年には 6方lの損失を出して
経蛍困難に陥り， 同年， インドで RoyalCharterなしに活動していた the
Oriental Bankに吸収されてしまう。この theOriental Bankは， 1842午に
ボンベイで設立された共同出資銀行 theBank of Western Tndianがロンド
ンに本庖を移した1845年に名称変更したものである。もともと，この銀行は，
インド管区銀行の theBank of Bombayが東インド会社による Charter事
項から除外きれていた外国為替，その他の銀行業務を遂行する目的で強引に設
立されたものであり(したがって， これまでの通例であった東インド会社の
Charterすら受けていない)， コロンポ，カノレカッタ， 香港， シンガポールに
支席網をめぐらせていた。 この銀行が theBarik of Cey lonの吸収に積極的
だったのは，その RoyalCharter を継承したかったからに他ならない。そし














ches， Vol. LXXXI， pp. 693--4; Baster， op. cit.， pp. 105-6よりE開).という手荻か
りだったりである。事態ω重大性について会社側は， 同種目 Charter申請し
て係争中だった theChartered Bank of lndia， Australia and China と


















Agency House がこの年中目継いで倒産したう止に， 貿易の停滞に伴ないうま
味のな〈なった荷為替融資を1851年に東インド会社が廃止してしまったからで
ある。この会社による荷為替融資とは，インドの貿易商のロンドン宛輸出品を
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担保とする荷為替を東インド会社が買い取って，ロンドン市場で販売し，その





寓金利と為替業務の空白というこの時期だからこそ， the Chartcrcd Banlζof 
India， Anstra:lia and Chinaの最初の発起人であり，入閣のためにそのメンバ









2) J. W. MacLellan，' Banking in lndia and China，' the Bankers' Magazinc， Vo1. LV， 
1893， p.56，および， A. S. J. Baster， 'The Origins of the British Exchange Banb in 
China，' Supplement to Economic Journal; E.印刷用icHistファッ， Vol. III， No. 1， 1934. pp 
141-51，審照。当時， インドの為替率が東イソド会社によって操作されてレたことに町するイギ
リス本国の工業室長の不満は強<， the Oriental Bank Corporat凶nへの Charter付与はζの不
満を慰撫するためであった。この点の指摘については， Compton Mackenzie. Realms of Si[一
四 ηOnehundred :)wa円 ofbanking in the East. Routledge & Ko民anPaul， 1954. PP 
9-10，参照ゅ
の 1852年10月9日に Wilsonは出eBunk of !ndia， Anstralia and Chinaの設立墨起人に名
を連ねたが.1853年に LordAberdeen が組閣するとともに. Wilsonは入閣し， Financial 
Secretary to the Treasuryに任命されて theBank of Indiaの設立メン J 、ー を辞任した。
Secretaryの席には1858年までついていた。 1859:年6月には theBoard of Tradeの副長官，
す〈。そり直後新設されたインド参事会の財政担当官世inanceMember of the newly-constitu-
ted Vic目。yof India's Counα1)としてインドに赴任。その年8月カノレカヅタで死去している.
4}<の植民地銀行家と同じく，彼もスコットランド人であった。 C.Mackenzie， op. -cit.， pp. 
11-12，参照P
The Oriental B叩 kCorp町 ati叩， 1851-84年〈中 (315) 7 
必要な資本を調達することは不可飽である， とわれわれは信じるJ(the Char-








きて，セイロンで発券業務を営む銀行は theOriental Bank Corporation 
の他に CharteredMercantile :6ank of lndia， London and Chinaがあった。
これは， もともと100万lの名目資本額で theChartered Bank of lndia， 
Australia and Chinaと同時に Charterを申請していた (1853年)the Char-
tered Bank of Asiaを母体とした銀行である。この theChartered Bank of 
Asiaがボンベイの共同出資銀行 theMercanti1e Bank of India， London 
and Chinaと合併し(この銀行は1854年にコロンポに支広を開設していた)，
いったん株式を清算したあと新たに1859年に Charter を付与され，銀行名も
上記のものに改称したものである。セイロンにおける銀行券は， the OrlentaI 




等)，インド .Jレピ とその補完物. の3種しかない， とL、う単純なものに整
理されるようになっていた。個人による正貨の輸出入を度外視すれば，国内の
4) H. A. de S. Gunasekera， From Dependent u刑判cyto Central Banking in Ceylon， 
an a:nalysis of 'l}wnet山てyexpenenι'e 1825-1957， G. Bel and S叩当 LTD，19G2， 1申
25， 39， 41，参照叩















の広大な地域を営業エリアに組み込んでいた theOriental Bank Corporation 
はいうに及ばず， the Chartered Mercantile Bankも，インド，中国，モーリ
シャス，海峡植民地，セイロンと支庖網を張りめく。らしていた。この営業エリ
5) CO 54/248: G 86 of 1 May 1848-D世 patchNo. 87 dated 1 May 1848 frorn the 
Governor of Ceylon to the Secretary of State for the Colonies contained in volume 248 
of the Catalogue Number 54 series of the Public Record 0伍ce では由eOriental 
Bank (the Oriental Bank Corporationの前身〉の1848年 3月1日時点での投資配分が明きら
かにきれている。総預金額は280，455l.，資本金田口0，0001のラちl削，同01の禰がセイロンに投
資されていたa 投資の内訳は， 42，0001が為替手形に， 55，0001が貸し付けであった，という。
因みに当時のセイロンにおける OrienUj.lBank notesの発行残高は1，8001にすぎなかった。




も莫大な山費を金構なくされてし、たのであるム ftheOriental Bank は商業界のみならず，多
数。ヨ?ロツハ人居住者に対しても多〈の利益をもたらしてくれているDであるム しかし， こ
のような植民地銀行。メリットが本国政府に認められるのは， 本丈で述べたごとし James 
Wilsonが Treasuryの中枢的地位につくまで待たねぼならなかった。
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定地域の事情が無視されたからである。たとえば 1866年の the Over land 
Gurney商会の経営危機を引き金とする本国の信用恐慌時には， ヒイロンの生
産ー貿易事情とは無関係にセイロン経済は深刻な通貨不足に陥ったし円 1877 
年の theCity of Glasgow Bankの倒産時には theOriental Bank Corpora-
tionの七イロンにおける信用供与がほとんどスト νプきれたりしたのはその
典明例であるのとくに後者の場合. the Oriental Bank Corporation は the
City of Glasgow Bankの裏書き手形を11，0001 も保有していたあおりを食っ
たものである (AnnualReport of the Oriental Bank C().ゆorationfor 1877; the 












y ムー時には植民地銀行が新規に増設きれるか， 巨額の増資に踏み切った。異常な投資プ ム
ふ 1866"年4月の棉花大暴落とともに終息1.-，アジア申植民地銀行と大規模な取り引きをしてい
たOverend，心urney& COは50U万Lの負債を揖して倒産したのである。C.Mackenzie， op 
cit.， p. 33，参明り















積は 3倍に (85，600エーカーから250，000エーカーに)，輸出額も 4倍に(1，125，
300 1から4，506，9001.に〉激増した。 1867年にはコロンボーカンディ間に鉄
道が施設され， 1873年にはナワラピティヤ， 188日年にはナヌ・オヤへと延長き
れている。 (Gunasekera，op. cit.， pp. 38-9，参照〉このような実体経済の拡大は，
当然旺盛な資金需要を生み，銀行の活動舞台が大幅に拡大することになった。
セイロンでは theAsiatic Banking Corporation (1865年にコロンポ支盾開設，
すぐ撤退〕をはじめ，し、くつかの銀行が進出しては撤退する歴史を繰り返して
きたが，恒常的に定着しえたのは， thc Oriental Bank CorporationとChar
tcrcd Mercantile Bank of lndia. London and China.の 2つの勅許銀行と，
















合の担保品は， (a)火災保険っきの腐らない品物， (b)生命保険証書， (c)保証書つ




ら1人でもよい(以上は Gunasekera，op. cit.， p.42，参照〕。






7) 1845 -47'年におけるイギリス0商業恐慌のあおりを〈って， セイロ ν ョ ヒ の価格は，
844年の 685.per cwtから1847年には 438.per cwtに暴落した， the Bar.k of Ceylonは
収穫物を担保に多横山前貸しを行なっていたよとかり， 68，0001 の損失を計上した。 ζれは資
本金の取り崩しで穴埋めしている。 Charter条項では，この種の融資は禁止されていた。これは
当時‘ BlockDebt"と呼ばれ， 銀行国産白主たる要因であった。 ‘Banks in our Col凹 les，η
the E印 nomist，21 Oct. 1843，参照.






















































B) H. D. Andree， The Progress of Banking in Ceylon， dated April 18臼 inFergnson's 
Ceylon DirectQずでyand Handbook 1876-78， pp. 85-93 











多様な地域で遂行きれることに仕る。この方法は Andree によって simul.





商人はスターリングとの交換を歓迎していた (Chalmers，op. cit.， pp. 28-9，参照〕。
スターリング手形と交換されたオーストラリ 7の金は直接インドに持ち送まれ，
そこでルピーと交換された，，'。条件が整えば〈ルビー相場が下がれば)， 再割
9) 割引率だけでなく，ルピ の対スタ リング相場の如何によって也，この方法は有利でなくな
る。事実， 1863年12月にルピ相場が 2s.3dに高騰したとき，スタ リング債権は対ルピに
10%もデイスカのントされたので，ロ γ ドソでの課地金調達コストが大幅佐上昇してしまった.
その後，この thew heel of exchange 0)方法はノレピー の相場が大幅に下落したときのみに採




































1巷イ γ ドの通貨と金融J.東洋経済新報社.72ベ ジ〉。
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圏3・2 19世紀後半のイギりスーインド金融関係














こう。これは，他ならぬイ γ ド管区銀行とり取り引きであった。セイ戸ン lニ関





12) 1861年目 Actto Provide for a Government Paper Currencyに基いてインド政府は紙幣
発行を独占することになった。翌62年，管区銀行はこれまで認められていた銀行券り発市権を停
止されるE しかし， この法揮を実質的に制定した人こそ初代インド財務長官 JamesWilsonノ






ド癌送金手形に対する需要が theBank of Madras のもとに集中してレた。
すでにこの銀行は南インドおよびインド金融市場で卓越した地位ιあった乙と
から，在インド輸出商はセイロンの輸入商宛に手形を振り出して，代金取り立
てを thcBank of 11adrasに依頼するのが常だったL，他方で，七イロンの
輸入商の中には貿易決済用のイ γド宛銀行手形を求めて， ルぜーを theBank 
of Madras 仁払い込む者が多かった。したがって. the Bank of ~adras の
セイロン支!古のもとには常に過剰なノレピーが保有され， この銀行はこのノレピー
銀貨をインド本土に移転したがっていたのである。もし，セイロンの植民地銀
行が，インドで入手しうるルピー クレジットを theBank 01 Madrasに供




スターリング手形を売りつけるわけにはいかな¥，，13) d そして， the Bank 01 
、であった (IB6C年に死亡しているλ セイロンでは政府紙幣の廃止を決定した (1855年〕当の本
人が，わずか5年後になぜインドでは逆の決定をしたのか， Wilsα1の弁明がな〈不明であるが，









コたっそして，， 1876年中 PresidencyBanks Actにより， 以前よりも散しい禁止条項が設定ノ




ー・クレシットに替えて theBank 01 Madras に供与すればよい。後者は，
前者に対して小額の手数料をとるだけで手持ちのノレピー貨を前者に手渡すこと





ヘの輸送， というノしートを通じる手段をとるよりも，ますますイ γ ド省手形→
the Bank of Madras. とし、うノレートに依存するととになったのである。 両者
のこの連携がなければ，植民地銀行は絶えず大量のノレピーをインドから輸入し














S印 ckBanking in India， 1938， pp. 45-6，参照。
14) セイロソの植民地親行e"_the Bank of Madrasとの連揖については，次の文献参照，B.R
Shenoy， ce刊onCurア削cyand B.郎知19，1941， p.153; R唖ortof the lnman OJ門-ency
Conuniuee， 1893， Minutes of Evidence， Appendix: II; Gunasera， Dt αt.， pp. 79-81 



















































局面についても，そDまま妥当している。ケイソズ，前掲書， 154， 156-60， 162， 166へ ジ，
参照。




たtheHong Kong and Shanghai Banking Co甲 orationがこれを無視して，顧客に有利な長期
ユー ザンスを認めたために， ζ白協定は実行に啓されなかった，という。 Maa四";Ie， op α九
四 64.66.参照
